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研究成果の概要（和文）：本研究では機能的磁気共鳴画像法 (functional magnetic resonance imaging, fMRI)
を用いた心理実験を通し、特定の異性との長期的関係を支える「恋心」の体験を支える脳と心のメカニズムを包
括的に明らかにすることを目指した。検討を通し、パートナーに対する恋心の体験にはそれ以外の異性に対する
関心とは異なる、特異的な脳情報表現が見られることを示唆する知見が得られた。得られた成果は学術大会、お
よび学術誌における論文投稿を通して報告した。

研究成果の概要（英文）：Through psychological experiments using functional magnetic resonance 
imaging (fMRI), this research project aimed to comprehensively reveal neural and psychological 
mechanisms underlying the experience of romantic love, which contributes to maintain a long-term 
relationship with a significant other. We obtained findings suggesting that feelings of love to the 
romantic partner are encoded in our brain in a different way from general interest in opposite sex 
non-partners. We have reported the findings at academic conferences and in articles.

研究分野：認知神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
特定の異性との長期的・排他的な恋愛関係は種の存続にとって不可欠なものであり、大多数の文化圏で観察され
ることが知られている。本研究ではfMRIを用いた心理実験を通し、そうした「恋心」の体験が、他の異性に対す
る全般的な関心とは異なる形で、我々の脳において表現されていることが明らかになった。
工夫された心理実験と先進的なデータ解析手法を用いて新たな知見を提供したという学術的意義に加え、普遍的
に観察される恋愛関係に対して科学的なアプローチを行うという試みは、産学連携研究の発足など、当該分野の
今後の発展を促すという点において社会的意義を有すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
特定のパートナーとの長期的・排他的な恋愛関係は、種の存続にとって不可欠なものである。文
化人類学研究から、恋愛関係は大多数の文化圏において見られる、普遍的な対人関係であること
が明らかになっていた。2000 年代以降、実験課題遂行中の脳活動を非侵襲的に計測できる機能
的磁気共鳴画像法 (functional magnetic resonance imaging, fMRI)を用いた研究手法が確立
したのち、その脳情報処理過程に関する科学的検討が進められてきた。それまでに報告された一
連の研究から、パートナーに対する「恋心」の体験が、快情動の体験を支える脳の報酬系領域に
おいて処理されていることが明らかになっていた (Bartelts & Zeki, 2000; Aron et al., 
2005; Fisher et al., 2010; Zeki & Romaya, 2010; Xu et al., 2011; Acevedo et al., 2012; 
Takahashi et al., 2015)。その一方で、そうした脳の情報表現が、恋愛パートナーに特異的に
見られるものか、それともパートナー以外の異性に対しても観察される、全般的な関心を反映し
たものかということについては、依然として明らかにされていないという問題があった。 
 
２．研究の目的 
本研究ではこの問題の解決を目指し、工夫された心理実験デザインと、脳活動の空間的パターン
に着目する先進的なデータ解析手法を用いた検討を行った。具体的には、報酬系における恋心の
神経表象が、パートナー以外の異性に対する全般的な関心の神経表象とは異なるものかを実験
的に検討した。 
 
３．研究の方法 
特定の女性と恋愛関係にある成人男性を対象に、fMRI を用いた心理実験を実施した。実験に先
立ち、参加者自身が交際している女性と、その他の女性の写真・映像を取得した。実験では、画
面にごく短時間表示されるターゲットへのボタン反応に成功すると、各人物が「喜んでいる」様
子の映像が映し出される社会的報酬遅延課題 (social incentive delay task; SID task; 
Spreckelmeyer et al., 2009)を実施し、ターゲット呈示を期待している際の脳活動データを計
測した。このように、各人物に対する顕在的な評価を伴わない実験課題を用いることで、バイア
スを排除した脳活動データを取得することが可能となる。脳活動データに対して機械学習を適
用し、空間的なパターンの類似性を評価するデコーディング解析 (Norman et al., 2006; Peelen 
& Downing, 2007)を用いることで、パートナーとそれ以外の異性に関連した報酬系の脳活動が
類似したものか、それとも異なるものかを定量的に評価した（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 社会的報酬遅延課題 (social incentive delay task; SID task)の概要と結果 
Ueda & Abe (2021)の図を一部改変  

恋人/その他の異性に関連する
脳活動パターンに機械学習を適用



 
４．研究成果 
上記の検討から、パートナーの呈示を期待している際に引き起こされる報酬系の脳活動パター
ンが、パートナー以外の異性に対するものとは異なっていることが明らかとなった。従来の研究
では、パートナーの呈示に対して示される報酬系の賦活が、魅力的な異性に対して全般的に示さ
れる報酬系の賦活を反映したものであるか否かについての理解が十分に進められていないとい
う状況にあった。これに対し本研究では、脳活動の空間的パターンに着目するデコーディング解
析を用いることで解決を試み、パートナーに関連した報酬系の神経表象の特異性を示唆する知
見を得た。 

特定の個体との長期的・排他的関係を築くプレーリーハタネズミにおいては、特定の個体の識
別を可能にする神経表象が重要な役割を果たすことが予想されていた (Walum & Young, 2018)。
本研究ではこの仮説を拡張するものとして、ヒトにおいても同様に、パートナーの異性に特異的
な神経表象が示されることを裏づける知見が得られた。この検討を行う上では上述の通り、工夫
された心理実験デザインと、脳活動の空間的パターンに着目する先進的なデータ解析手法の双
方が必要となり、本研究はこれらの方法論を確立した初めての恋愛関係に関する認知神経科学
研究としても意義を有する。 
得られた成果を、心理学分野においてトップクラスの国際学術誌である Psychological 

Science に論文投稿を行うことで報告した[1]。加えて、第 25 回日本ヒト脳機能マッピング学会
による招待を受け、得られた知見とそれに基づく今後の展望に関する口頭発表を行なった[2]。そ
の後は応用的な検討として、恋人関係と友人関係の比較を試みた新規の実験を実施した。得られ
た成果を、第 26 回ヒト脳機能マッピング学会のポスター発表において報告した[3]。これらの活
動と並行して、本研究で得られた成果から予想される今後の展望と、他の研究分野との関連性に
関する、和文・英文各 1件の総説論文を報告した[4, 5]。 

本研究の遂行によって得られた成果は、「かけがえのないパートナーが我々の脳においてどの
ように表象されているか」という根源的な問いに対し示唆を与えるものであり、恋愛関係に関す
る心理学・神経科学研究の発展に大きく寄与することができたと考えられる。今後は友人関係や
親子関係など、他の親密な対人関係との関連性についても検討が進められていくことが期待で
きる。 
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